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ベビーマッサージのあと、すやすやと眠る子ども
（子育て支援センターあっぷっぷ）
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広報こうしゅう3

あ
な
た
が
生
ま
れ
た
と
き

歓
び
溢
れ
、
涙
を
浮
か
べ
た
人
が
い
ま
す
。

こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら

不
安
に
か
ら
れ
な
が
ら
も

生
ま
れ
て
く
る
命
の
無
事
を
祈
り

新
し
い
命
が
生
ま
れ
た
と
き

新
し
い
親
も
ま
た
生
ま
れ
ま
す
。

命
の
バ
ト
ン
が
繋
が
り

愛
お
し
い
命
に
め
ぐ
り
合
い
ま
す
。

生
ま
れ
て
き
た
命
は

家
族
の
宝
で
あ
り
、
こ
の
ま
ち
の
宝
で
す
。

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

あ
な
た
の
そ
ば
で
支
え
た
い

孤
独
な
子
育
て
を
な
く
し
た
い

今
月
の
広
報
で
は
、
こ
の
大
切
な
命
を

愛
情
い
っ
ぱ
い
の
心
で
支
え
て
、
育
む
た
め
に

ま
ち
が
で
き
る
こ
と
、
地
域
が
で
き
る
こ
と

家
族
が
で
き
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
ま
す
。

市
が
取
り
組
む
子
育
て
支
援
と

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

広報こうしゅう3

いのちを むまち育
特集
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topic１

妊娠前のこころの準備

妊娠期のサポート
新しい命が生まれる前を支える―。

妊娠期の夫婦を支える

両親
学級

愛
す
る
命
に
笑
顔
で
出
逢
う

　
新
た
な
命
を
授
か
り
、
出
産
に
近
づ
く

に
つ
れ
、
マ
マ
・
パ
パ
に
な
る
と
い
う
実

感
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。

　
喜
び
に
満
ち
溢
れ
た
想
い
の
一
方
、
妊

娠
期
は
不
安
や
悩
み
が
尽
き
ま
せ
ん
。
出

産
に
臨
む
際
に
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
て
お

く
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
。

　
安
心
し
て
妊
娠
期
を
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、「
妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問
」

や
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
」、「
産
前
・
産

後
マ
マ
の
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」
な
ど
を
通

じ
て
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
期
に
必
要
な
正

し
い
情
報
の
提
供
や
、
様
々
な
不
安
や
悩

み
相
談
に
助
産
師
、
保
健
師
が
応
じ
て
い

ま
す
。

　産前・産後に助産師が訪問し、子育て
に関する情報提供や相談などを行ってい
ます♪

　「両親学級」は妊娠経過や出産・育児についてお父さんも一緒に学べます。出産前にマ
マ友・パパ友が作れることも魅力のひとつです。身近な地域で同じように子育てをスター
トするママ・パパとの出逢いは、これから先もきっと大きな力になるでしょう♪
　パパたちが参加しやすいように土曜日に開催しています♪

私たち助産師が、
ご家庭にお伺い
します♪

妊産婦・新生児訪問
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Koshu style

松明舞子さん 高野　恵さん

寺内さくらさん

初めての子どもなので、しっかり産ん
で、育てることができるか、と不安に
思う気持ちと、新しい命を授かった嬉
しさと半々です。インターネットなど
には載っていないことや不安に思うこ
とを直接教えていただけるので、あり
がたいです♪

出産の不安はありますが、愛するわが
子に会える喜びが大きいです！
マタニティークラスでは、心配なこと
を栄養士や歯科の先生など専門の方に
直接聞けるので、助かります♪

出産は不安ですが、前向きに楽しく出
産に向き合えるように準備していま
す！マタニティークラスでは、予定日
の近いママ友ができたり、情報交換の
場としても利用しています♪

　マタニティークラスに参加した皆さん
に子どもを授かる喜びや不安など、子ど
もを出産するうえで感じることやクラス
に参加した感想などを伺いました♪

I n t e rv i ew

なんでも相談

マタニティクラス

　保健師による子どもと親の健康に関する相談
も行っています。（来庁・電話相談）
■日時　月曜日～金曜日（祝日は休み）　
　　　　午前 9時～正午、午後１時～５時
■場所　甲州市役所本庁舎　１階　健康増進課
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３‐７８１２

　妊娠したけど何をしたらいいか、何が必要なのか。そ
んな悩みを助産師や保健師に気軽に相談でき、妊娠中の
生活や出産・育児について学ぶことができます。また、
ママ友ができたり、情報交換の場にもなっています。
■場所　塩山保健福祉センター
※日時は母子健康手帳交付時にご案内します♪
　（すくすくカレンダー参照）

ママのあんしんテレフォン
　「こんな時、どうすればいいの？」といった妊娠・
出産・子育てにまつわる不安や悩みに対して、助産師
が電話で専門的なアドバイスをする「ママのあんしん
テレフォン」を実施しています。
　ぜひ、ご利用ください♪
■こんな相談がありました
・赤ちゃんが泣き止まない・・・
　どうしたらいいの・・？
・腰が痛い、良い方法はない？
・おっぱいが出ていないみたい・・・
※電話番号は、お手持ちの母子健康手帳の最終ページ
に記入されています。

～妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援を目指して～

いのちを むまち育
特集

すこやか親子相談
　母子保健コーディネーター（保健師または助
産師）が子育てに関する相談や情報提供をしま
す。（来所・電話相談）
※火曜日は母乳相談（助産師／午前９時～正午、
　予約者優先）も行っています。
■日時　月～木曜日
　　　　午前 9時～１２時 30分（祝日は休み）
■場所　塩山保健福祉センター１階
　　　　すこやか親子相談コーナー
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３‐７８１２
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topic２

Support

出産後のサポート
生まれてきてくれた命を育む―。

産前産後
ママのほっとスペース［日帰り型］

や
っ
と
出
逢
え
た

　
　
　
　
　
あ
た
ら
し
い
命

　

新
し
い
命
の
誕
生
は
、
新
し
い
家
族
の

誕
生
と
と
も
に
、
新
た
な
親
の
誕
生
で
も

あ
り
ま
す
。
希
望
に
満
ち
溢
れ
、
輝
か
し

い
日
々
と
い
う
理
想
の
よ
う
に
現
実
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
の
夜
泣
き
が
ひ
ど
か
っ
た
り
、
体

調
不
良
の
時
に
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の

か
分
か
ら
な
い
な
ど
、
育
児
の
悩
み
は
日
々

尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
妊
娠
・
出
産
を
経
て
周
囲
か
ら
は
子
ど
も

に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
り
が
ち
で
す
が
、
親

は
子
ど
も
が
誕
生
し
た
と
き
か
ら
、「
希
望
」

と
と
も
に
「
不
安
」
を
抱
え
な
が
ら
育
児

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

様
々
な
不
安
を
抱
え
て
も
、
孤
立
し
な

い
よ
う
に
市
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　ママが赤ちゃんと一緒に１日ゆったり休める場所です（日帰り）。
事前予約不要なので、お気軽にお越しください。助産師、保健師な
どの専門スタッフがお待ちしています。
■日時	 毎週金曜日　午前９時３０分～午後４時（祝日は休み）　
	 ※開所時間内であれば、いつでも自由にご利用いただけます。
■場所	 甲州市塩山保健福祉センター　２階
	 ※横になって休めるコーナーや昼食をとることもできます。
■対象者	 市内にお住いの妊産婦（概ね５か月末まで）　
	 ※里帰り中で利用を希望する方は、事前にご相談ください
◆お問い合わせ先　健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２

出産
サポート

　生まれ月が近いお子さんとママを対象
に、手遊びや絵本の読み聞かせを行う「つ
どいの広場」を開催しています。
■日程	 すくすくカレンダー、広報で
	 ご確認ください。
■時間	 午前１０時３０分～
■場所	 塩山保健福祉センター
■持ち物	 バスタオル・おむつセット
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３‐７８１２

　乳児期の子どもとその保護者の方を対象に育児学級を開
催しています。「子どもとの関わりで大切なことは？」、「離
乳食開始のタイミングは？」「病気になったらどうする？」
などをテーマにそれぞれ専門の講師を招き、楽しく学んで
いきます。育児に必要な知識や情報を得ることはもちろん、
参加者同士で情報交換しながら交流することもでき、仲間
づくりの場としても利用できます。
■日程　すくすくカレンダー、広報でご確認ください。
■時間　午後１時３０分～３時３０分
■場所　塩山保健福祉センター　※事前に予約をお願いします。
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２

初めてほっとスペースを利用しまし
た。どんな雰囲気なのかわからず、
不安もありましたが、来てみると、
優しい空間でとてもリラックスでき
ました。他の利用者のママとも気軽
に話もできて、安心しました♪

ママ友ができたり、子育ての相談
ができるのが良いです。また、自
分の子の成長を実感できる機会に
もなっています。助産師さんが、
専門的な見解で相談に応じてくれ
るのがとてもうれしいです。

栗原 祥子さん・宗佑くん園田 唯さん・拓巳くん

すくすく学級つどいの広場

いのちを むまち育
特集

Voice
利用者の声

平成 29年 2月 6
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Voice

～妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援を目指して～

ママの里（甲州市産後ケア事業［宿泊型］）
　ママが赤ちゃんと一緒に宿泊しながら、母体ケアや育児相談、沐浴、授乳などの指導・支援が受けられます。
■場　所	 健康科学大学　産前産後ケアセンター　笛吹市石和町窪中島５８７－１１２（石和温泉駅から車で５分）
■対象者	 市内在住の産後４か月末までのお母さんと赤ちゃん　※医療的処置が必要な方は、利用できない場合もあります。
■回数と日数	 原則１回の出産につき１回まで利用できます。利用日数は３泊４日が基本です。ただし市が認めた場合に
	 限り、６泊を限度として延長、または複数回の利用が可能です。
■利用者負担	 ６，１００円（１泊２食） 　※定額は３３，９００円ですが、差額は県と甲州市が助成します。
	 利用料以外に、昼食代９００円が別途かかります。
	 ※甲州市は生活保護受給世帯は全額、市民税非課税世帯は１／２の利用者負担金が助成されます。
■利用要件	 利用を希望する場合は、事前に市へお申し込みください。市が利用を認めた方には、「甲州市産後ケア事業
	 利用登録票」を発行します。登録票がない方は利用出来ませんので、ご了承ください。
◆お問い合わせ先　健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２

　ベビーベッド・シート・バスを無料で貸し出します！
ベビーベッド等は赤ちゃんが生まれると必要になりま
すが、すぐに使わなくなってしまいます。そこで、保
護者の経済的負担を軽くし、赤ちゃんの健やかな成長
と子育てを応援します♪
■対象	 市内在住で満１歳までのお子さんの保護者
	 ※甲州市ＨＰまたは窓口備え付けの申込書を記入し
	 　提出してください。
	 ※出産予定の方は予定日前でも申し込みできます。
◆申し込み・お問い合わせ先
　子育て支援課　児童福祉担当　☎３２‐５０８１

　これまで２回利用しました！宿泊型
なので、夜中でも何かあったときに、
その場で専門のスタッフの方に見てい
ただいて、アドバイスを頂けるところ
がとても良いです♪建物もおしゃれ
で、助成も出たりするので、他のママ
たちにもオススメしたいです！

　２度目の出産後に利用しました。心身と
もに休むことができ、また、子育てをサポー
トしてくれている家族も息抜きができる期
間となり、とてもよかったです！子育てに
ついて初歩的なことも気軽に相談できて、
安心して利用できました♪
　第１子の時も利用したかったくらい本当
に良いサービスでした♪

利用者の声

村田 恵美子さん
　　　　湊汰くん

邊見 千里さん
　祐名ちゃん・俐名ちゃん

Koshu style

甲州市赤ちゃんすくすく支援事業
　中学校での赤ちゃんふ
れあい体験を行うことで、
命の大切さに触れ、学ぶ
機会を支援しています。

　妊娠を望むご夫婦が安心して不妊治療が受けられるよ
うその費用の一部を助成しています。お気軽にご相談く
ださい。
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２

不妊治療費助成事業
suppo

rt

educatio
n

命の教育
suppo

rt

広報こうしゅう7
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topic３子育てフォトギャラリー

子育てを楽しもう！
今回取材した皆さんの笑顔をフォトギャラリーでご紹介します♪

平成 29年 2月 8
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～妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援を目指して～Koshu style
いのちを むまち育
特集

広報こうしゅう9
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topic４

子育てボランティア
地域で支えたい「子育て」

のびのびチビッコひろば
藤田恵美さん

　親子の幸せ溢れる笑顔を応援したいという想
いから約７年間、支援センターの活動を行って
います。市内には子育て交流ができる場所が多
くあり、うまく活用することで、子育ての様々
な悩みや不安を軽くできると思います。子育て
中のママ・パパはもちろん、祖父母の方も、ぜひ、
お孫さんとともに気軽に来ていただいて、楽し
い子育て・孫育てになるように応援したいです！

子育て中の皆さんへ
　子どもの年齢に応じた悩みや不安がたくさんあ
ると思います。市内には相談できる仲間や場所が
たくさんあります！一人で考え込まず、積極的に
活用して楽しい子育て生活を送ってほしいです♪

地域の皆さんへ
　子育て家族を孤立させず、地域の皆さんと繋
がることで、子育てをしやすい環境になります。
　子どもたちは地域の宝です！みんなで子育て
を応援できるまちになると素敵だと思います！

Happy な子育て
を応援したい！

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は

　
　
　
　
　
地
域
の
宝

　

子
育
て
に
取
り
組
む
家
庭
に
寄

り
添
い
、
子
育
て
を
支
援
す
る
取

り
組
み
が
多
く
あ
り
ま
す
。
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て

サ
ロ
ン
な
ど
に
携
わ
る
皆
さ
ん
は
、

子
育
て
を
み
ん
な
で
支
え
た
い
と

い
う
想
い
を
胸
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

の
び
の
び
チ
ビ
ッ
コ
ひ
ろ
ば
の

藤
田
恵
美
さ
ん
、
子
育
て
サ
ロ
ン

を
し
て
い
る
長
野
文
さ
ん
に
子
育

て
を
応
援
す
る
想
い
や
、
子
育
て

中
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

地域子育て支援センター
参加無料

平成 29年 2月 10

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
気
軽

に
親
子
が
集
い
、
お
友
達
と
遊
ん
だ
り
、

子
育
て
の
情
報
交
換
や
育
児
相
談
な
ど
が

で
き
る
場
所
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
♪

★
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
ク
ラ
ブ

　
場
所　
赤
尾
保
育
園
内

　
日
時　
毎
週　
火
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

　
お
問
い
合
わ
せ
先　
☎
33
‐
２
０
６
８

★
こ
す
も
す
館

　
場
所　
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
内

　
日
時　
毎
週　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
お
問
い
合
わ
せ
先　
☎
33
‐
８
８
８
０

★
あ
っ
ぷ
っ
ぷ

　
場
所　
甲
州
市　
勝
沼
支
所　
２
階

　
日
時　
毎
週　
月
～
金
曜
日　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
お
問
い
合
わ
せ
先　
☎
39
‐
９
３
８
２

★
の
び
の
び
チ
ビ
ッ
コ
ひ
ろ
ば

　
（
勝
沼
）

　
　
場
所　
祝
ふ
れ
あ
い
親
子
館
内

　
　
日
時　
毎
週　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

　
（
大
和
）

　
　
場
所　
大
和
公
民
館
内

　
　
日
時　
毎
週　
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　
☎
44
‐
５
５
１
４
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～妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援を目指して～

主任児童委員
長野　文さん

「今」を大切に、
子育てを楽しんで

参加無料

　
親
子
で
気
軽
に
楽
し
め
る
子
育
て
サ

ロ
ン
は
、
育
児
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う

仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
多
く
の
皆
さ

ん
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区

民
生
委
員
や
助
産
師
な
ど
の
「
子
育
て

ア
ド
バ
イ
ス
」
も
大
好
評
で
す
。

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
様
々
な
催

し
を
通
じ
て
、
親
子
で
の
び
の
び
楽
し

め
る
子
育
て
サ
ロ
ン
へ
、
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
♪

■
場
所
・
期
日
（
午
前
10
時
～
）

　
塩
山
西
公
民
館　
　
　
（
第
１
木
曜
日
）

　
奥
野
田
公
民
館　
　
　
（
第
４
火
曜
日
）

　
玉
宮
公
民
館　
　
　
　
（
第
１
火
曜
日
）

　
松
里
公
民
館　
　
　
　
（
第
２
火
曜
日
）

　
神
金
公
民
館　
　
　
　
（
第
３
火
曜
日
）

　
大
藤
公
民
館　
　
　
　
（
第
３
水
曜
日
）

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
（
第
２
水
曜
日
）

　
大
和
公
民
館　
　
　
　
（
第
４
木
曜
日
）

※
開
催
日
は
、
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会　
☎
44
‐
２
６
１
２

■場所　塩山西公民館
■日時　3/11、4/8、6/10、8/12、10/14、12/9
　　　　午前１０時～午後２時

孫育ての方も大歓迎♪

Koshu style

子育てサロン
こうしゅう子育てサロン（土曜日サロン）

いのちを むまち育
特集

11

　インターネットの普及などで様々な情報が氾濫
し、子育てがしにくい状況も多いように感じます。
　子育てサロンでは、ママたちを孤立させないよ
うに、気軽に声かけを行って、不安や心配事を解
消できるように心がけています。子育てサロンに
は、ママ友が増えたり、子育ての喜びを共有でき
たり、「楽しい子育て」のヒントがたくさん詰まっ
ています！

子育て中の皆さんへ
　大変な事ばかりが目に付くと思いますが、子ど
もから手が離れると、子育て中がとても輝かしい
日々だったと感じるようになります。今のわが子
の成長を見つめ、子育てを楽しんで欲しいです♪

地域の皆さんへ
　まちで子育て中の方に出逢ったら、「こんにちは。
かわいいね！」など、気軽に声を掛けて欲しいです。
そうしたコミュニケーションこそが、地域で子ど
もを育てるという明るい未来へ繋がると感じます。
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甲州市ファミリー・サポート・センター

おすすめポイント
「学校や保育園の休みの日に子どもを預かってほしい。」
「今日は残業、、、保育園や児童クラブのお迎えと後の時
間を預かってほしい・・・」

「子育てにちょっと疲れ気味。買い物や息抜きがしたい。」
「２人目の子を妊娠中。産前産後、上の子の面倒を見て
もらいたいなぁー」

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
育
児
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
方
と
手
助
け
で

き
る
方
が
会
員
と
な
り
助
け

合
う
組
織
で
す
。
仕
事
や
買

い
物
、
保
育
園
の
迎
え
な
ど

「
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の

ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
」
と
し
て

一
時
的
に
子
ど
も
を
預
か
り
、

子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

※
ご
利
用
に
は
会
員
登
録
（
無
料
）

　
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆申し込み・お問い合わせ先
　子育て支援課　☎３２‐５０８１
　ファミリーサポートセンター　☎０８０‐１９８０‐１０８３

かがみもち
仙花さん

今村みどりさん

仕事のときなどに利用しています。
初めて利用するときは、不安もありま
したが、子育て経験豊富な会員さんが
本当によくしてくださるのでありがた
いです。ぜひ、いろいろな皆さんにお
勧めしたいです！

月に１～２回ほど利用しています。
親身に対応してくださり、とても頼り
にしています。子どもに対しても小さ
な心配りをしてくれたり、優しさを感
じて、うれしく思います。

こんな時
に！

Voice
利用者の声

topic５

子育てサポートの輪
子育ての輪、ひろがる

ファミリー ･サポート ･センター
協力会員養成講習会　開催♪
　ファミリー・サポート・センターでは子育ての支援を必
要としている方（依頼会員）と支援が出来る方（協力会員）
が会員となり、一時預かり等の援助を通じて地域ぐるみの
子育て支援を行っています。協力会員として一緒に活動を
していただける方を対象に講習会を開催します。
■日　時
　◎２月１７日（金）午前９時～
　・ファミリーサポートセンターの活動について
　・「子どもの健康管理」
　・「子どものお世話について」
　・「手遊びと絵本の選び方・読み聞かせ方」（実技）

　◎２月２０日（月）午前１０時～
　・「子どもの心の発達とその課題～しつけについて～」
　　　認定カウンセラー　川邉　修作　先生
　・「救急講習」（実技）　東山梨消防本部
■場　所　甲州市役所本庁舎２階　第１会議室
■参加費　無料
■持ち物　筆記用具・動きやすい服装（実技もあります）
※当日の昼食は各自で用意してください。
◆申し込み・お問い合わせ先
　子育て支援課　児童福祉担当　☎３２ ‐ ５０８１
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～妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援を目指して～Koshu style

いのちを むまち育
特集

児
童
セ
ン
タ
ー
＆

　
　
ふ
れ
あ
い
親
子
館

子育てを応援してくれる
仲間を大募集♪

　子育て支援に携わりたいという方や、子育てを応援した
いという仲間を募集しています。また、育児ボランティア
に関する講座や子ども支援スタッフを募集します！
　興味のある方は、ぜひ、ご相談、ご参加ください♪

育児ボランティア養成講座

平成２９年度
甲州市子ども支援スタッフ（学習支援講師）募集

　妊婦さんや子育て中の方が育児学級などに安心して参加
できるよう、会場でお子さんをお預かりする育児ボラン
ティアの養成講座です。
■日時　　３月６日（月）午後１時３０分～３時３０分
■場所　　塩山保健福祉センター　１階多目的ホール
■内容　　・ボランティアについて
　　　　　・甲州市の子育て支援について（※実技あり）
■対象　　市内在住で、子育て支援に興味のある方
■締切日　２月２４日（金）
◆お問い合わせ先
　　　　甲州市社会福祉協議会　☎４４‐２６１２

■募集人員　若干名　　■勤務場所　市内各小中学校
■内　　容　学習活動のサポート・支援／児童生徒への指導補助
■募集要件　教員免許取得者（小学校、中学校、高等学校教員免許
　　　　　　のいずれかを取得している方）
■勤務時間　週２０時間（※配属先の学校によります）
■勤務開始　平成２９年４月〜
■賃　　金　時給　１，２００円
■応募方法　履歴書１通（証明写真を貼付）および教員免許の写し
　　　　　　を教育総務課窓口へ持参してください。
■受付期間　２月１日（水）～２月１４日（火）
　　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　　※土曜日、日曜日、祝日は除く
◆お問い合わせ先
　甲州市教育委員会　教育総務課　　☎３２‐１４１２

　
児
童
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
親
子
館
に
は
、
広
い
ス

ペ
ー
ス
に
お
も
ち
ゃ
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
自
由
に
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
セ
ン

タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
親
子
館
で
は
、
毎
月
数
回
「
親
子
遊

び
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
世
代
の
お
子
さ
ん
を
育
て

る
保
護
者
同
士
の
交
流
に
も
繋
が
り
ま
す
♪

※
「
親
子
あ
そ
び
」
は
広
報
や
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
、
市

Ｈ
Ｐ
の
子
育
て
応
援
団
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

★
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
（
塩
山
中
学
校
東
側
）

　
月
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

　
【
２
月
の
イ
ベ
ン
ト
】
～
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

　
親
子
で
ゆ
っ
く
り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う

　
　
日
時　
　
２
月
13
日
（
月
）
午
前
10
時
30
分
～

　
　
対
象　
　
１
歳
以
下
の
子
と
親

　
　
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

　
☎
33
‐
７
９
０
０

★
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
（
塩
山
北
小
学
校
北
側
）

　
月
～
土
曜
日
（
※
水
曜
日
は
除
く
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

　
【
２
月
の
イ
ベ
ン
ト
】
～
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン
～

　
ま
だ
言
葉
の
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ　

　
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

　
　
日
時　
　
２
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～

　
　
対
象　
　
１
歳
以
下
の
子
と
親

　
　
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

　
☎
33
‐
７
８
０
０

★
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
（
東
雲
小
学
校
東
側
）

　
月
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

　
【
２
月
の
イ
ベ
ン
ト
】
～
工
作
あ
そ
び
～

　
紙
皿
で
雪
だ
る
ま
を
作
ろ
う

　
　
日
時　
　
２
月
３
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～

　
　
対
象　
　
未
就
園
の
子
と
親

　
　
持
ち
物　
タ
オ
ル

　
☎
44
‐
３
７
２
３
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topic６
子育ての「イマ」

PICK UP！

が
ん
ば
る
子
育
て
パ
パ

で
き
る
こ
と
が
あ
る
！

「
親
」
と
し
て
、「
夫
」
と
し
て
ー
。

イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
？

　
社
会
全
体
で
、
男
性
が
も
っ
と
積
極
的
に

育
児
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
一
大
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
を
巻
き
起
こ
す
べ
く
、
２
０
１
０
年

に
発
足
し
た
厚
生
労
働
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　
昔
は
「
父
親
は
仕
事
、
母
親
は
専
業
主
婦
」

と
い
う
家
庭
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
現
代
で

は
、
共
働
き
夫
婦
に
お
い
て
、
男
性
の
育
児

や
家
事
の
参
加
は
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。「
イ
ク
メ
ン
」と
い
う
言
葉
も
浸
透
し
、

夫
婦
で
子
育
て
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ

て
よ
い
環
境
と
な
り
ま
す
。「
育
児
に
携
わ
る
」

と
い
っ
て
も
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

「
お
む
つ
を
替
え
る
」「
お
風
呂
（
沐
浴
）
に
入

れ
る
」「
家
事
（
掃
除
や
料
理
）
を
す
る
」「
育

児
休
暇
を
と
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

何
を
し
た
か
ら
イ
ク
メ
ン
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
夫
と
し
て
で
き
る
こ
と
、
父
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

　多様化するライフスタイルや価値観が溢れる現代にお
いて、子育ての背景も変化しています。「育メン」や「孫
育て」など、新しい子育てのあり方を表現する言葉も聞
かれます。子育ての「イマ」をご紹介します！

な
ぜ
、イ
ク
メ
ン
が
い
い
の
？

　
積
極
的
に
子
育
て
を
し
た
い
と
い
う
男
性

の
希
望
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
女
性
側
に
偏
り
が
ち
な
育
児
や
家
事

の
負
担
を
夫
婦
で
分
か
ち
合
う
こ
と
で
、
女

性
の
出
産
意
欲
や
継
続
就
業
の
促
進
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
直
接
的
な
育
児
に
携
わ
れ
な
い
と

い
う
パ
パ
も
、「
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
ね
」「
子

ど
も
を
ど
う
や
っ
て
育
て
て
い
く
か
一
緒
に

考
え
よ
う
」
な
ど
、
マ
マ
と
よ
く
会
話
し
、
共

感
し
合
う
こ
と
が
大
き
な
安
心
感
に
繋
が
り

ま
す
。
こ
れ
も
立
派
な
イ
ク
メ
ン
で
す
。

　
市
で
も
育
児
休
業
制
度
な
ど
の
充
実
を
図

り
、
男
性
も
女
性
も
育
児
休
暇
の
取
得
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
夫
婦
で
手
を
携
え
合
う
こ
と
で
、
最
愛
の

我
が
子
を
育
て
る
幸
せ
に
出
逢
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

イクメンとは？
イクメンとは、子育てを楽しみ、自分自身
も成長する男性のこと。または、将来そん
な人生を送ろうと考えている男性のこと

子
育
て
奮
闘
中
の
広
瀬
さ
ん
は
、「
苦
労
も
あ

る
け
ど
、
子
育
て
の
負
担
も
喜
び
も
分
か
ち

合
い
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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孫
育
て
の
持
つ
可
能
性

　
子
育
て
の
常
識
は
年
々
変
化
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
昔
は
「
抱
き
ぐ
せ
」
を
つ
け
る
と

赤
ち
ゃ
ん
は
頻
繁
に
泣
く
よ
う
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
自
己
肯
定
感

や
心
の
成
長
に
重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
う
つ
ぶ
せ
寝
」
も
昔
は
頭
の
形
が
よ

く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（SIDS

）
か
ら
赤
ち
ゃ

ん
を
守
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
「
医
学
上

の
理
由
で
必
要
な
時
以
外
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

顔
が
見
え
る
あ
お
む
け
で
寝
か
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　
核
家
族
化
が
進
む
現
在
、
子
育
て
に
つ
い

て
相
談
で
き
る
相
手
が
身
近
に
い
な
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
の
育
児
に
向
き
合
う

マ
マ
の
最
大
の
情
報
源
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
育
児
雑
誌
に
偏
り
ま
す
。
善
い
こ
と
も
悪

い
こ
と
も
、
確
か
な
こ
と
も
、
不
確
か
な
こ

と
も
、
情
報
が
氾
濫
し
、
悩
み
、
迷
う
マ
マ

た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
代
で
、
祖
父
母
力
に
期
待

し
、
子
を
育
む
「
孫
育
て
」
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
祖
父
母
世
代
が
、
不
安
を
抱
き
悩

め
る
息
子
・
娘
夫
婦
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
！

孫
育
て
の
ポ
イ
ン
ト
！

　
経
験
豊
富
な
祖
父
母
か
ら
見
る
と
、
新

米
パ
パ
・
マ
マ
の
子
育
て
は
未
熟
に
見
え

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
両
親
は
初
め
て

の
「
親
業
」
に
奮
闘
し
、
子
ど
も
と
共
に

「
親
」
と
し
て
成
長
し
て
い
く
途
中
に
い

ま
す
。

　
「
お
っ
ぱ
い
が
足
り
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

　
「
ま
だ
オ
ム
ツ
が
と
れ
な
い
の
？
」

　
「
も
っ
と
着
せ
な
き
ゃ
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
？
」

な
ど
、
つ
い
口
を
出
し
た
く
な
っ
て
も
否

定
的
な
声
掛
け
は
か
え
っ
て
逆
効
果
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
新
米
パ
パ
・
マ
マ
の
育
児
方
針
を
理
解

し
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
う
こ
と
で
、
双

方
に
と
っ
て
、
ま
た
、
子
ど
も
に
と
っ
て

よ
い
子
育
て
・
孫
育
て
が
実
現
で
き
ま
す
。

いのちを むまち育
特集

地域子育て支援センター「のびのびちびっこひろば」をよく利用している鈴木

さんは「孫育てはとても楽しいです！」と笑顔で話してくれました

Good

　　　＊孫育てのイイコト＊
　 孫（子ども） 
　　*より多くの愛情により、情緒が安定する♪
　　*社会性が育ち、新たな価値観に出逢える♪
　 親 
　　*子育ての負担やストレスが軽減される♪
　　*余裕をもって子どもと向き合える♪
　　*子育てと仕事の両立がしやすくなる♪
　 祖父母 
　　*刺激を受けて元気になる♪
　　*孫育てを通じて、地域との交流が増える♪
　　*新たな生きがいに、セカンドライフが充実する♪
　 家族 
　　*病気や、老後など手助けが必要な時に支え合える♪

市では、子育てに楽しく
取り組むパパたちや、明

るい孫育てで

子育てをサポートしている
祖父母の皆さんを応援して

います！

本特集のほか、子育てに
関する様々な情報につい

て市のホーム

ページ「子育て応援団」で
発信しています！

（
特
集
い
の
ち
を
育
む
ま
ち　
終
）
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３ / ４（土）

午後 1 時（開場）　午後 1 時 30 分～ 4 時
甲州市民文化会館　２階　大会議室

男
み ん な

女で環
わ

になり
笑顔のフォーラム2017

かえ～るこうしゅうマスコットキャラクター

①甲州市男女共同参画推進委員会の活動報告
②講演＆ワークショップ
■講師・ファシリテーター

石
いしざか

阪 督
とくのり

規さん
都留文科大学卒業。広島大学大学院終了。
現在、埼玉大学教授。専門分野は社会学、地域社会学。
足立区男女共同参画推進委員会会長、山梨県地域における男
女共同参画実践活動支援事業アドバイザー講師など、男女共
同参画、まちづくり、地域再生に関わる地域貢献活動に積極
的に取り組まれている。

◆お問い合わせ先　市民課　市民参画・協働担当　☎３２－５５８３

■特別展示　塩山高校
「地域活性化プロジェクト 2016 探究活動報告」

～ワーク・ライフ・ローカル～
一人ひとりが元気に働き、それぞれの暮らしが地域と共にあるために･･･

「魅力あるまちづくり」の話を聞き、「働く」「暮らす」「地域」の３つの視点から、
甲州市が活性化するために、自分たちに出来ることを語り合いましょう。

入場無料

※託児サービス有【対象】3 歳～未就学児
※ 2 月 24 日（金）までにお申し込みください。

甲州市生涯学習市民協議会
( 事務局　甲州市教育委員会 生涯学習課 )

◆お問い合わせ先　３２ ‐ ５０９７

2 / 18( 土 )
午後 1 時～ (12:30 開場 )

甲州市民文化会館
ホール

平成 28 年度甲州市生涯学習推進大会
- ともに学びあい・ともにふれあい・ともに支えあい -

■主催　甲州市男女共同参画推進委員会・甲州市　■協賛　甲州市女性団体連絡協議会

第 10 回

1 部　開会行事
2 部　子どもたちの意見発表
　　　Ⅰ ) 塩山南小 6 年 中村優大さん
　　　Ⅱ ) 塩山北中 3 年 深澤健斗さん
　　　Ⅲ ) 松 里 中 1 年 吉信聡さん

3 部　童謡フェスティバル
　　　Ⅰ ) 甲州市民による童謡 ･ 叙情歌の合唱
　　　Ⅱ ) 土屋朱帆さん童謡コンサート

16

■古衣料・古切手・エコキャップの回収
　甲州市女性団体連絡協議会では、会場入り口で福祉施設に寄
託する古衣料などの回収を行います。
＊時間　午前 11 時～午後 3 時
①古衣料　販売できる程度の衣料／販売できないが綿が含まれ
　　　　　ている衣料　※回収できない衣料・・・スーツ、喪服、制服、
　　　　　ジャージ、スキーウェア、ユニフォーム、名前入りの服、毛糸製衣料、
　　　　　使用済靴下、下着、その他しみ・汚れ・キズのあるもの
②古切手　切手の周囲を 1cm 程度残して封筒等から切り取っ
　　　　　てお持ちください。
③エコキャップ　飲み物のペットボトルのキャップ
　　　　　　　　※軽く洗ってお持ちください
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ひ
な
飾
り
と

　
桃
の
花
ま
つ
り

第
15
回
甲
州
市
え
ん
ざ
ん
桃
源
郷

◆お問い合わせ先　観光交流課　☎３２ ‐ ２１１１（代）

重
要
文
化
財

旧
高
野
家
住
宅
「
甘
草
屋
敷
」

■
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
入
館
料

　
大
人　
　
　
３
０
０
円

　
小
人　
　
　
２
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
き
有
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甘
草
屋
敷　
☎
33-

５
９
１
０

恵
林
寺「
武
田
信
玄
公
宝
物
館
」

■
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
４
月
を
除
き
、
木
曜
日
定
休

■
入
館
料

　
大
人　
　
　
５
０
０
円

　
小
人　
　
　
１
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
き
有
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
武
田
信
玄
公
宝
物
館

　
☎
33-

４
５
６
０

近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」

■
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
火
曜
日
定
休

■
入
館
料

　
大
人　
　
　
２
０
０
円

　
小
人　
　
　
１
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
き
有
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
光
園　
☎
44-

０
４
４
４

ひ
な
飾
り
展
示
会
場

その他の展示会場
＊ドライブイン「信玄館」　☎３３ ‐ ３５５５
　時　間　午前８時３０分～午後５時（無休）
　入館料　無　料
＊ハーブ庭園旅日記　　　  ☎４４ ‐ ３７１５
　時　間　午前９時～午後５時３０分（無休）
　入館料　無　料
＊大菩薩の湯　　　　　　  ☎３２ ‐ ４１２６
＊道の駅「甲斐大和」　　　 ☎４８ ‐ ２５７１
＊ JR 東日本「塩山駅」　
＊ JR 東日本「勝沼ぶどう郷駅」
＊勝沼ぶどうの丘　　　　  ☎４４ ‐ ２１１１
＊旧田中銀行　　　　　　  ☎４４ ‐ ３７５５

 Information
４／　８（土）　第 4 ６回信玄公まつり 甲州軍団出陣
４／１２（水）　信玄公忌（恵林寺）
４／１８（火）　秋葉神社例祭（向嶽寺）

ある～く こうしゅう　春のスタンプラリー
３月下旬～４／１８日（火）

つるし飾りづくり無料体験教室
■場　所　甘草屋敷内「特設会場」
■日　時
　３月中の毎週土曜日　午前１０時～午後３時
甘草屋敷特産品販売所　☎３３ ‐ ５９１７
　期間中は、特産品の販売。地元産の味噌おでんや甘
酒がおすすめです♪

2 / 11（祝）

　　～４ / 18（火）
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平成２８年１１月の医療費
医療費全体	 ２億９，２９６万円	（前年同月比	 △２,８１７万円）
１人当たり医療費	 ２９，６５５円	（前月同月比	 △１,４３８円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３４‐５４３６

国保いきいきライフ通信

使ってみましょう！ジェネリック医薬品
　最近では、ジェネリック医薬品という言葉を耳にする機会が増えてきました。このジェ
ネリック医薬品、どのようなお薬かご存知ですか？

　ジェネリック医薬品は、安心・安全な医薬品ですが、医師による処方せんが必要です。
また、すべてのお薬にジェネリック医薬品があるわけではありませんので、切り替えるこ
とが出来ない場合もあります。ジェネリック医薬品への変更をお考えでしたら、まずは医
師・薬剤師にご相談ください。

正しく知ろう !!

上手に使おう !!

Ｑ１ ジェネリック医薬品ってなに？

Ａジェネリック医薬品とは新薬の特許が切れた
後に販売される、新薬と同じ有効成分の医療

用医薬品です。

Ｑ２ ジェネリック医薬品って安全なの？

Ａ国が定めた承認基準を満たしています。つま
り、効果だけでなく、安全性についても先発

品と同等であることが確認されています。

Ｑ３ ジェネリック医薬品は新薬と
　　　まったく同じなの？

Ａ添加物などが異なる場合があります。有効
成分を同じ量だけ含み、効能効果は基本的

に変わりませんが、添加物の成分や配合など
は新薬と異なるケースもあります。

Ｑ４ ジェネリック医薬品に切り替え
　　　ると安くなるの？

Ａ先発医薬品よりも３割から５割程度安
くなることが多いため、慢性的な病気

等で長期間、医薬品を服用する場合等は、
自己負担額を減らすことができます。

Ｑ５ 甲州市ではどのくらいジェネリック医薬品が
　　　使われているの？

ＡＨ２８年４月のジェネリック医薬品普及率は４９．７％でしたが、Ｈ２８年
１１月には５５．９％と上昇傾向にあります。しかし、山梨県内では、３番

目に普及率が低い状況にあります。（数量ベース・国保連データより）

Ｑ１ ジェネリック医薬品を使うには
　　　どうすればいいの？

Ａまずは医師、薬剤師に相談してみましょう。下図
のようなカードを提示しても良いでしょう。

Ｑ２ ジェネリックの効き目等が不安‥‥。
　　　試すことはできないの？

Ａ短期間だけ試すことができます。薬局で処方せん
に記載された薬を購入する際、数日分だけを先

にジェネリック医薬品で受け取れる「分割調剤（※）」
という制度があります。効き目等が不安なときには、
この制度を利用してみましょう。

（※）同制度は、ジェネリック医薬品に変更可能な処方せんに
おいて、これまでの薬（新薬）を初めてジェネリック医薬品
へ変更する場合に利用できます。

正しく知ろう !!

上手に使おう !!
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　高齢化が進行する中、高齢者の孤立が問題と
なっており、行政や医療、福祉のサービスが届
かない場合もあるかもしれません。
　孤立を防ぎ、人と人とが繋がって支えあいな
がら暮らすことができれば、地域で暮らすすべ
ての皆さんが、笑顔で暮らしていくことができ
るのではと思います。
　まちぐるみの支え合いの仕組みづくり（地域
包括ケアシステム）が、いま全国的に進められ
ており、市でもその体制作りを行っています。
　高齢になっても住み慣れた地域で安心して生
活ができるよう、医療や介護、生活支援などの
様々な分野で、必要なサービスをより効率的に
利用できる体制を目指しています。
　現在、介護保険制度がありますが、介護保険
だけでは多様化する介護の問題にすべて対応す
ることは難しいと考えられています。
　安心して地域で生活し続けるためには、自助

や互助といった柔軟な支えあいが必要です。た
とえば、日々の散歩や買い物の合間に、となり
近所の一人暮らしのお宅をちょっと気にかけて
みるなど、できることから少しずつでも始める
ことが大切です。
　近所の方とあいさつを交わすことも、コミュ
ニケーションとなり、地域のつながりをもつ機
会になります。その小さな心がけが、やがては
高齢者への支援につながり、孤立を防ぎ、地域
での見守り体制が作り上げられていきます。
　ちょっとした声かけや、ちょっとしたお手伝
いから、誰もが安心して暮らすことのできる
「困ったときはおたがいさま」のまちを目指ま
しょう。

◆お問い合わせ先
　地域包括支援センター（介護支援課内）
　☎３２‐５６００

　甲州市食育カルタは、子ども達が小さい頃から「食」
に興味を持ち、「生涯健康で過ごせるように」と、地
域の方々の食育への「思い」がたくさんつまった素敵
なカルタです。
　このカルタは、昨年度甲州市食育推進プロジェクト
会議が、市民の皆様からご応募いただいた読み句を、
文化協会川柳部会のご協力で読み札にし、塩山中学校
美術部の子ども達に絵札を描いていただき完成しまし
た！絵札の裏面には、「食」についての豆知識も載っ
ています。
　現在食育カルタは、甲州市ホームページ「食育情報」
で見ることができます。また、１月より健康増進課に
て１箱１，０００円で販売しています。
　ぜひ、この機会に手にとっていただき、家族や友人
と楽しみながら「食」について考えるきっかけづくり
にしてみてはいかがですか？
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３‐７８１２

高齢者の

助っ人
ご近所の見守り・支えあいで

暮らしやすい地域を

甲州市食育カルタを知っていますか !?
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甲州種ブドウ生産を
継承・拡大するために・・・

　１月１７日、甲州市ワイン振興計画策定委員会（松本信
彦委員長）は、計画案について田辺市長に答申書を提出し
ました。農家の後継者不足により、将来、供給不足が懸念
される甲州種ブドウの生産状況を調査し、今後維持する生
産量の目標値を設定することなどを盛り込みました。田辺
市長は「甲州種ワインは市の文化。関係団体との連携を強
化し、計画を積極的に進めたい」と述べました。市は答申
を踏まえ、本年度中に計画の策定を進めます。

山梨県トラック協会と
災害時の協力協定を締結

　１月１６日、市は山梨県トラック協会と災害時の
食料や水の提供に関する協定を結びました。
　これは、地震などの災害時、アルファ米７００食
や飲料水、簡易トイレなどが入った同協会が設けた
備蓄倉庫を開放する内容です。
　備蓄倉庫は、町田運輸本社営業所（勝沼町山）に
設けました。

平成２９年
甲州市成人式

　１月８日、甲州市民文化会館で平成２９年甲州市成人
式が盛大に開催されました。
　今年は３５７名が成人を迎え、色鮮やかな振袖や真新
しいスーツに身を包み、希望や夢を胸に新たなる門出の
式典に集いました。式典では、家族や恩師、地域の皆さ
んへ感謝を述べると共に、大人としての自覚と責任を宣
言しました。また、会場では旧友や恩師らとの再会を楽
しみながら、思い出話に花を咲かせていました。
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家内安全・無病息災
市内各地で小正月行事開催！

　１月１４日を中心に、市内各地で小正月行事が開
催されました。「どんどんやっせ」「きっかんじ」な
ど先人から伝わる伝統的な行事に、子どもからお年
寄りまで集まり、新しい年の家内安全や無病息災を
祈願しました。
※右　：一之瀬高橋の春駒　　　（１月　８日）
※右下：田野十二神楽　　　　　（１月１４日）
※下　：藤木道祖神祭  太鼓乗り（１月１４日）

正月遊びを体験♪
新春かるた大会

　１月５日、甲州市生涯学習市民協議会（古屋孝之
会長）は甘草屋敷で、新春かるた大会を開催しまし
た。約９０名の市内保育園児や児童らが参加し、市
内の文化財や名所、史跡などをテーマにした「甲州
市ふるさとかるた」を使って、ふるさと甲州市を学
びながら、かるたを楽しみました。また、甘草屋敷
の庭で竹馬や羽根突き、お手玉などの昔懐かしい正
月遊びを楽しみました。

甘草屋敷子ども図書館
東日本大震災復興支イベント

　甘草屋敷子ども図書館では『「ハイパーレス
キュー！災害現場へ走れ！」写真パネル展』を３月
２６日まで開催しています。東日本大震災の記憶を
風化させずに伝えていこうと、２０１２年から震災
関連図書の展示を行ってきました。５年目となる今
年は「救助」をテーマに、ハイパーレスキューの歴
史や訓練の様子から、東日本大震災での活動の様子
などを、全４８枚のパネルで紹介しています。
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information

情 報
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

市
役
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
っ
た

ら
・
・
・

①
市
か
ら
「
交
付
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

②
次
の
書
類
を
準
備
し
、来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

・
交
付
通
知
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
２
点
）

・
住
基
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

　
な
お
、
交
付
通
知
書
に
は
混
雑
緩
和
の
た

め
の
交
付
日
の
期
限
の
記
載
が
あ
り
ま
す

が
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
交
付
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
交
付
は
、
申
請
者
本
人
が

来
庁
出
来
な
い
事
を
証
明
す
る
資
料
（
病

院
等
の
診
断
書
、
障
害
者
手
帳
、
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
資
料

等
）
や
、
申
請
者
本
人
お
よ
び
代
理
人
の

顔
写
真
付
の
公
的
な
身
分
証
明
書
が
必
ず

１
点
以
上
必
要
で
す
。
ま
た
、
15
歳
未
満

の
方
や
成
年
被
後
見
人
の
方
も
、
原
則
、

法
定
代
理
人
の
方
と
と
も
に
来
庁
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
代
理
人
に
よ

る
交
付
は
、
仕
事
多
忙
な
ど
の
理
由
で
は

受
け
付
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
交
付
窓
口
が
混
雑
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
毎
週
水
曜
日
は
、
本
庁
舎
市
民
課
窓
口
を

通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関

連
事
務
に
限
り
午
後
７
時
15
分
ま
で
延
長

し
て
い
ま
す
。
日
程
は
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
受
付
は
午
後
７
時
ま

で
）

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

引
越
し
等
の
住
民
異
動
届
の

手
続
き
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
住
所
の
変
更
が
あ
る
方
は
、
住
民
異
動
届

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
転
入
届
（
市
外
か
ら
の
引
越
し
）、
転
居
届

（
市
内
で
の
引
越
し
）
は
、
新
し
く
住
み
始
め

て
か
ら
14
日
以
内
、
転
出
届
（
市
外
へ
の
引

越
し
）
は
、
引
越
予
定
日
の
14
日
前
か
ら
の

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　
転
入
、
転
居
の
手
続
き
の
際
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
の
み
）

に
新
住
所
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
転
出
届
は
、
ま
ず
市
民
課
で
手
続
き
を
さ

れ
た
後
、「
転
出
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

転
出
先
の
住
所
が
わ
か
ら
な
い
と
住
所
変
更

が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
転
出
証
明
書
は
、
引
越
先
の
市
区

町
村
で
転
入
届
の
手
続
き
に
必
要
と
な
り
ま

す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
カ
ー
ド
で
の
転
出
・

転
入
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
住
民
異
動
届
の
時
間
外
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
異
動
届
の
際
に
は
、
関
係
窓

口
で
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
の
で
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
来
庁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
出
来
る

の
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
に
限
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
庁
舎　
市
民
課

　
勝
沼
支
所
、
大
和
支
所

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日･

日
曜
日･

祭
日
は
除
く

印
鑑
、
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
等
の
市

か
ら
発
行
さ
れ
た
全
て
の
書
類
。

※
な
り
す
ま
し
に
よ
る
異
動
届
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

森
林
環
境
保
全
基
金
事
業

第
２
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
県
で
は
、
土
砂
災
害
の
防
止
や
洪
水
の
緩

和
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
公
益
的
機
能

を
持
つ
本
県
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森
林
を
、

県
民
全
体
で
守
り
育
て
、
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
「
森
林

及
び
環
境
保
全
に
係
る
県
民
税
」（
い
わ
ゆ
る

「
森
林
環
境
税
」）
を
創
設
し
、
各
種
事
業
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
の
導
入
か
ら
５
年
目
と
な
る
本

年
度
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
実
績
・
効
果
の

検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
税
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ
の
度
、
平
成
29
年

度
か
ら
５
年
間
の
「
森
林
環
境
保
全
基
金
事

業　
第
２
計
画
」
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
本
計
画
の
も
と
、
森
林
環
境
税

の
活
用
に
よ
る
更
な
る
「
健
全
な
山
梨
の
森

づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は
「
や
ま
な
し
の
森
づ
く
り
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

https://w
w
w
.pref.yam

anashi.
jp/sinkan-som

/shinzei/shinzei-
torikum

i.htm
l

問
山
梨
県　
森
林
環
境
総
務
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
３
４

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
３
６

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

～
特
別
弔
慰
金
（
第
十
回
）
の

　
　
請
求
は
お
済
み
で
す
か
？
～

　
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

甲府・峡東クリーンセンター
　平成２９年４月１日から、新ごみ処理施設「甲府・峡東クリー
ンセンター」に、ごみを直接持ち込むことができます。
■場　所
　笛吹市境川町寺尾１４４０‐１
　☎０５５‐２６６‐７７４４
※クリーンセンターの場所は、ホームページ（「ゴミ・リサイク
ル」→「甲府・峡東クリーンセンターについてのお知らせ」）で、
ご確認ください。

■搬入日・搬入時間
　毎週　月曜日から土曜日 (祝日除く )
　午前８時３０分～正午／午後１時～５時
■搬入できるごみ（家庭系一般廃棄物の場合）
ごみの区分 排出物

可燃ごみ
可燃ごみ 生ごみ、紙くず、落葉等
可燃性
粗大ごみ 布団、ジュータン、木製家具・机等

不燃ごみ
不燃ごみ 割れたビン、ガラス、陶磁器等
不燃粗
大ごみ

扇風機、家電製品（リサイクル家電を除
く）等

資源物 新聞紙、雑誌、缶類、ビン類、ペットボ
トル等

■搬入料金
・家庭系一般廃棄物　１０キログラムにつき１０１円 (税込み )
・事業系一般廃棄物　１０キログラムにつき１７７円 (税込み )
・犬・猫等の死体　　１体につき７５６円 (税込み )
※資源物については無料で搬入できます。
※事業系一般廃棄物 (事業者の方 )は、４月１日から甲府・峡東
　クリーンセンターに搬入してください。
※受付で「搬入申請書」を書いてから運び入れることになります。
◆お問い合わせ先
　環境政策課　☎３２‐２１１１（内２４２）

青色申告を始ましょう
　青色申告は、自分の経営を客観的につかむための重要な
ツールです。青色申告には、税制上のメリットもあります
ので、早速、取り組んでみましょう。なお、政府の農林水産業・
地域の活力　創造本部において、青色申告を行っている農
業者を対象として収入保険制度の導入が決定されています。
詳しくは市HPをご覧ください。
問産業振興課　果樹農林担当　☎３２‐５０９２

農業者の皆様へ

姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親
等
内
の

親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

◦
請
求
期
間　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
の
請
求
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

甲
州
市
役
所　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
勝
沼
支
所　
市
民
福
祉
担
当

　
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当

問
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

　
山
梨
県　
国
保
援
護
課　
援
護
恩
給
担
当

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
５
４

脳
の
健
康
度
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
！
【
要
予
約
】

３
月
16
日
（
木
）

午
後
１
時
15
分
～
３
時
15
分

※
検
査
結
果
の
説
明
３
月
23
日
（
木
）　

勝
沼
市
民
会
館　
２
階　
大
会
議
室

65
歳
以
上
の
方
で
、
右
記
の
日
程
の
２
日

間
と
も
参
加
で
き
る
方

認
知
症
予
防
の
秘
訣
に
つ
い
て
の
講
演
会

に
合
せ
、
簡
単
な
脳
の
健
康
度
の
検
査
を

行
い
ま
す
。
自
分
の
得
意
・
不
得
意
を
知

り
、
今
後
の
生
活
の
取
り
組
み
に
生
か
し

ま
し
ょ
う
。

筆
記
用
具
・
眼
鏡
（
必
要
な
方
）・
飲
み
物

定
員
50
名
（
先
着
順
・
予
約
制
）

※
な
お
、
５
月
か
ら
認
知
症
予
防
の
た
め
の

す
こ
や
か
脳
教
室
（
全
８
回
、
週
１
回
）

を
開
催
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

問
介
護
支
援
課　
介
護
予
防
担
当

　
☎
34
‐
５
４
３
４

保
育
士
（
臨
時
職
員
）
募
集

保
育
業
務　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

◦
募
集
人
員　
３
名

◦
勤
務
場
所　
市
内
公
立
保
育
所

◦
勤
務
開
始
月　
平
成
29
年
４
月

◦
勤
務
時
間

・
月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時
（
う
ち
７
時

間
45
分
）

※
基
本
の
勤
務
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

・
土
曜
日
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
出
勤
あ
り
）

◦
休
日　
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

◦
賃
金

　
日
額　
７
，
５
０
０
円
／
賞
与　
年
２
回

※
通
勤
手
当
あ
り

◦
そ
の
他

　
週
休
２
日
、
有
給
休
暇
（
６
ヶ
月
勤
務
す

る
と
、
そ
の
後
１
年
間
で
10
日
）、
雇
用
、

公
災
、
健
康
、
厚
生
年
金
の
保
険
等
に
加

入
し
ま
す
。

問
総
務
課　
人
事
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
２
５・２
２
６
）

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

国
道
４
１
１
号
の
道
路
工
事
に
つ
い
て

　
山
梨
県
は
、
国
道
４
１
１
号
勝
沼
拡
幅
事

業
に
伴
い
、
勝
沼
町
休
息
地
内
の
東
雲
小
学

校
付
近
で
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間　
３
月
～
９
月
末
（
予
定
）

問
山
梨
県　
峡
東
建
設
事
務
所　
道
路
課

　
☎
23
‐
２
７
１
３
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山梨県内の最低賃金が改正されました
●山梨県電子部品・デバイス・電子回路、
　電気機械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金
　１時間　８５１円（平成２８年１２月１８日発効）
●山梨県自動車・同附属品製造業最低賃金
　１時間　８５７円（平成２８年１２月２４日発効）
●山梨県最低賃金
　１時間　７５９円（平成２８年１０月１日発効）
◆お問い合わせ先
　甲府労働基準監督署
　☎０５５‐２２４‐５６１６
　山梨労働局賃金室
　☎０５５‐２２５‐２８５４

◎市政全般へ
　飯嶌淑子さん	 （勝沼町）
◎甲州市社会福祉協議会へ
　フルーツ山梨勝沼ブロック女性部会
	 （勝沼町）
　（故）野口清さん	 （勝沼町）

甲
州
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
募
集

　
市
で
は
、
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
等
の

課
題
を
整
理
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
管

理
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
方
針
を
定
め
る「
甲

州
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
案
）」
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見

公
募
）
を
実
施
し
ま
す
。

２
月
６
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）

◦
閲
覧
場
所　
市
役
所
本
庁
舎　
財
務
経
営

課
／
勝
沼
支
所
／
大
和
支
所

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
財
務
経
営
課　
行
政
経
営
担
当

☎
32
‐
５
０
６
５

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

市
民
生
活
支
援
員
養
成
講
座

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知
症
や
も

の
忘
れ
、
知
的
障
害
や
精
神
障
害
の
た
め
に

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常
的
な
金
銭
管

理
に
不
安
を
も
っ
て
い
る
方
を
支
援
す
る「
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
座
か
ら
高
齢
者
・
障
害
者
の
基

礎
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、「
市
民
支
援
員
」

と
し
て
登
録
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

３
月
９
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー  

１
階  

会
議
室

◦
講
座
内
容

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
概
要

・
高
齢
者
の
理
解
に
つ
い
て

・
障
害
者
（
知
的
・
精
神
）
の
理
解
に
つ
い
て

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
状
況
に

つ
い
て

甲
州
市
内
在
住
で
、
地
域
の
方
の
支
援
に

熱
意
の
あ
る
方
（
70
歳
未
満
の
方
）

◦
定　
員　
15
名

◦
締
切
日　
２
月
28
日
（
火
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

平
成
29
・
30
年
度

食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
募
集

　
日
常
の
買
物
等
を
通
じ
て
食
品
表
示
の
状

況
を
確
認
・
記
録
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
し
、

そ
の
結
果
を
山
梨
県
に
報
告
し
て
い
た
だ
く

「
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

予
め
食
品
表
示
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
応
募
の
際
に
専
門
的
な
知
識
や
特

別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
応
募
資
格

・
満
18
歳
以
上
で
、
山
梨
県
内
に
居
住
し
て

お
り
、
食
の
安
全
や
食
品
表
示
に
関
心
の

あ
る
方

・
食
品
表
示
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の

定
期
報
告
お
よ
び
不
適
正
と
思
わ
れ
る
食

品
表
示
の
随
時
報
告
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
・
食
品
表
示
等
に
関
す
る
研
修
（
年
２
回
）

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な
方

◦
募
集
人
数　
20
名
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
４
月
中
に
通
知
し
ま
す
。

◦
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31

日
（
２
年
間
）

◦
謝
礼　
年
額
７
，
０
０
０
円

※
研
修
会
の
参
加
に
要
す
る
経
費
や
報
告
に

要
す
る
郵
送
料
な
ど
を
含
み
ま
す
。

◦
応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
を
記
入
の
う
え
、
山
梨
県
消
費
生
活

安
全
課
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、「
山
梨
、
食
品
表
示
」
で
検

索
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
お
願
い
し
ま
す
。

　

https://w
w
w
.pref.yam

anashi.
jp/shoku-portal/shokuhinhyoji/
w
atcher.htm

l

◦
締
切
日　
２
月
17
日
（
金
）【
必
着
】

問
山
梨
県
消
費
生
活
安
全
課

　
食
の
安
全
・
食
育
担
当

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
８
８

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
２
０

　
oshokuhin-st@

pref.yam
anashi.lg.jp

平
成
29
年
度

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
開
始

　
こ
の
共
済
は
、加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ

た
場
合
に
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
を

お
支
払
い
す
る
相
互
救
済
の
制
度
で
す
。

　
掛
金
は
ひ
と
り
年
間
５
０
０
円
で
共
済
期

間
は
平
成
29
年
４
月
１
日
（
中
途
加
入
の
場

合
は
、
そ
の
翌
日
）
か
ら
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
受
付
は
平
成
29
年
２
月
１
日
か
ら
開
始
と

な
り
ま
す
。
甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８
（
直
通
）

　
勝
沼
支
所　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
☎
48
‐
２
１
１
１
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４月２３日開催！
甲州市ふるさと武田勝頼公まつり
　勝頼公軍団出演者・出店者　募集

　「武田家の聖地」で知られる甲州市では、武田一族
の霊を慰める「甲州市ふるさと武田勝頼公まつり」を
４月２３日（日）に大和中学校をメイン会場に開催し
ます。つきましては、まつりを盛り上げていただける
「勝頼公軍団出演者・出店者」を募集します。
【出演者募集】
勝頼公、北条夫人、湖衣姫（由布姫）、武者、女武
者に扮して、勇壮な勝頼公軍団に参加していただけ
る方を募集します。
■内容
　武田勝頼公、北条夫人、湖衣姫（由布姫）各１名、
武者３０名、女武者２０名
※全配役とも１８歳以上で健康な方とします。（北条
夫人、湖衣姫役は３５歳以下）
■要綱
　勝頼公、北条夫人、湖衣姫役を希望の方は写真（顔
写真及び、全身写真各１枚）を同封のうえお申し込
みください。
※現地までの交通費等は自己負担となります。
◆審査
　実行委員会で審査のうえ、ご本人に連絡します。

【出店者募集】
　まつり当日に会場内へ地域の特産品、特産物を原料
とした加工品などの販売等の出店を希望する、市内
で活動、営業している団体及び個人を募集します。
◆注意事項
①出店料５，０００円をいただきます。テントの持ち
込みもしくは移動販売車両で出店する団体及び個人
の出店料は２，０００円とします。
②テント ( １張 )・机 ( ２脚 )・イス ( ３脚 ) は用意し
ます(車両で出店する団体及び個人は除く)。ただし、
燃料・電源・必要な備品等は出店団体でご用意くだ
さい。なお、火気取り扱いのブースについては消火
器を必ずご用意ください。
③希望者多数の場合は、実行委員会で決定させていた
だきます。
■申込方法　軍団出演応募及び出店申請書を観光交流
課へ提出してください。各申請書は、市のホームペー
ジからダウンロード、または観光交流課窓口に用意
してあります。
■募集の締切日　３月３日（金）必着
◆申し込み・お問い合わせ先
　〒４０４‐８５０１
　甲州市塩山上於曽１０８５‐１
　甲州市ふるさと武田勝頼公まつり実行委員会事務局
　(観光交流課内 )
　☎３２‐５０００

塩山駅南口
市民ギャラリー
２月６日（月）
　～３月５日（日）
勝沼文化協会の短歌
部・俳句部による「新
春文芸作品」を展示
いたします。
※展示内容・期間につき
ましては、変更になる
場合もあります。

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

第
46
回
信
玄
公
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

４
月
８
日
（
土
）

①
会
場
警
備

　
午
後
２
時
～
７
時
30
分

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
付
・
会
場
案
内

　
４
月
７
日
（
金
）
午
後
３
時
～
６
時

　
４
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

③
外
国
人
向
け
観
光
案
内

　
午
前
10
時
～
午
後
７
時
30
分

④
救
護
補
助

　
午
後
２
時
30
分
～
８
時

◦
定　
員

①
会
場
警
備
（
１
０
０
名
）

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
付
・
会
場
案
内
（
15
名
）

③
外
国
人
向
け
観
光
案
内
（
10
名
）

④
救
護
補
助
（
10
名
）

※
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方

◦
締
切
日　
３
月
９
日
（
木
）
必
着

◦
申
込
方
法

　
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望

す
る
業
務
（
②
は
希
望
日
も
）、
過
去
の
経

験
の
有
無
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

問
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
係

　
〒
４
０
０
‐
８
５
０
１

　
甲
府
市
丸
の
内
１
‐
６
‐
１

　
☎
０
５
５
‐
２
３
１
‐
２
７
２
２

　
ot-kurasaw

a@
yam

akan-sk.jp

甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」

指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
【
無
料
】

【
講
習
内
容
】

　
来
年
度
の
甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」
で
の

メ
イ
ン
の
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
お
よ
び
Ｋ
Ｕ
‐
Ｍ
Ａ
（
子
ど

も
・
宇
宙
・
未
来
の
会
）
の
指
導
者
に
各
実

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
方
法
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。
内
容
は
、「
宇
宙
の
学
校
」
の
理

念
や
指
導
上
の
安
全
管
理
な
ど
の
講
義
お
よ

び
各
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
方
法
や
注
意

点
を
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）

の
教
材
を
使
い
な
が
ら
実
践
形
式
で
学
ん
で

い
き
ま
す
。

３
月
５
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階　
大
会
議
室

◦
参
加
条
件

　

来
年
度
以
降
、
甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」

に
指
導
者
と
し
て
参
加
で
き
る
方

◦
締
切
日　
２
月
28
日
（
火
）

◦
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

　
ＦＡＸ
32
‐
３
３
９
１
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生
誕
１
７
０
年
、
没
後
１
０
５
年

雨
宮
敬
次
郎　
講
演
会
【
無
料
】

２
月
19
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

恩
賜
林
記
念
館
（
塩
山
上
於
曽
１
０
９
３
）

「
天
下
の
雨
敬
、
明
治
を
拓
く　
鉄
道
王

　
雨
宮
敬
次
郎
の
生
涯
」

　
講
師　
作
家　
江
宮　
隆
之
氏

◦
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
氏
名
、
住
所
、
性

別
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課　
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
４

第
８
回
歴
史
的
風
致
散
策

２
月
19
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

本
庁
舎　
東
側
駐
車
場

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
か
ら
塩
山
駅
ま
で
散
策

し
、
登
録
文
化
財
へ
登
録
さ
れ
た
「
岩
堂

セ
ギ
分
水
口
」
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。

無
料
（
別
途
交
通
費
・
保
険
代
）

◦
全
行
程
距
離　
約
６
㎞
【
市
役
所
→
塩
山

駅
（
電
車
移
動
）
→
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
→

（
こ
れ
よ
り
徒
歩
）
→
佐
藤
家
住
宅
→
岩
堂

セ
ギ
分
水
口
→
熊
野
神
社
→
風
間
酒
造
→

於
曽
屋
敷
→
市
役
所
】

◦
締
切
日　
２
月
14
日
（
火
）

◦
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
・
住
所
・

性
別
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

第
11
回
甲
州
市
体
育
祭
り

ゴ
ル
フ
支
部
対
抗
競
技
会

３
月
24
日
（
金
）

勝
沼
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◦
費
用

①
プ
レ
ー
費　

６
，
４
０
０
円
（
セ
ル
フ
プ

レ
ー
・
食
事
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

②
参
加
費　

２
，
０
０
０
円
（
パ
ー
テ
ィ
ー

代
な
ど
）

◦
競
技
方
法

・
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、ス
ク
ラ
ッ

チ
競
技
と
す
る
。

・
各
支
部
成
績
上
位
５
名
の
合
計
ス
ト
ロ
ー

ク
と
す
る
。

・
男
子　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
テ
ィ

・
女
子　
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ィ

市
内
在
住
者

◦
締
切
日　
３
月
３
日
（
金
）

問
各
支
部
ゴ
ル
フ
部
長
ま
た
は

　
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８　
ＦＡＸ
32
‐
３
３
９
１

武
田
家
の
聖
地
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー
」

～
武
田
四
郎
勝
頼
公
落
去
の

　
　
　
　
　
　
道
を
辿
る
～
【
無
料
】

３
月
18
日
（
土
）
※
少
雨
決
行

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

市
役
所
勝
沼
支
所

（
全
行
程
距
離　
約
９
ｋ
ｍ
）

　

市
役
所
勝
沼
支
所
駐
車
場
（
バ
ス
乗
車
）

→
大
善
寺
（
こ
れ
よ
り
は
徒
歩
）
→
武
田

不
動
尊
→
勝
頼
公
腰
掛
石
→
御
徒
横
手
→

諏
訪
神
社
→
勝
頼
公
像
→
三
嶋
神
社
→
西

光
寺
→
松
智
院
→
太
子
堂
→
四
郎
作
古
戦

場
→
鳥
居
畑
古
戦
場
→
姫
ヶ
淵
→
景
徳
院

（
バ
ス
乗
車
）
→
市
役
所
勝
沼
支
所
駐
車
場

昼
食
・
飲
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子
・
雨
具

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

◦
定　
員　
25
名

◦
締
切
日　
２
月
28
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
観
光
交
流
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
１
０
０
０

玉
宮
ざ
ぜ
ん
草
と

四
つ
石
巡
り
フ
ッ
ト
パ
ス

３
月
11
日
（
土
）
※
雨
天
中
止

午
前
９
時
～

塩
山
平
沢　
ざ
ぜ
ん
草
公
園
駐
車
場

ざ
ぜ
ん
草
公
園
→
休
息
石
→
座
禅
石
→
寺

平
→
富
士
見
石
→
乞
食
石
→
ざ
ぜ
ん
草
公

園
（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
）

１
，０
０
０
円
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、保
険
代
、

ス
コ
ー
ン
と
野
草
茶
）

◦
定　
員　
20
名

◦
申
込
方
法

　
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
係

　
☎
０
８
０
‐
１
２
２
３
‐
８
３
０
２

問
玉
宮
フ
ッ
ト
パ
ス
の
会

　
☎
０
９
０
‐
７
７
１
８
‐
６
９
８
７

桃
農
家
の
せ
ん
定
枝
拾
い
体
験
と

樋
口
一
葉
ゆ
か
り
の
里

大
藤
フ
ッ
ト
パ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

２
月
26
日
（
日
）　

午
前
９
時
～

JA
フ
ル
ー
ツ
山
梨
大
藤
支
所

桃
畑
で
の
せ
ん
定
枝
拾
い
と
ほ
う
と
う
作

り
・
樋
口
一
葉
ゆ
か
り
の
里
・
大
藤
フ
ッ

ト
パ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◦
定　
員　
20
名　

５
０
０
円

※
塩
山
駅
北
口
か
ら
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

問
産
業
振
興
課　
果
樹
農
林
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
４

　
osangyou@

city.koshu.lg.jp

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

企
画
展
【
峡
東
の
土
偶
】

５
月
29
日
ま
で

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
企
画
展
示
室

笛
吹
市
桂
野
遺
跡
出
土
土
偶
、
甲
州
市
宮

之
上
遺
跡
出
土
土
偶
、
釈
迦
堂
遺
跡
出
土

土
偶
他

臨
時
職
員
募
集

◦
勤
務
内
容　
展
示
及
び
イ
ベ
ン
ト
等
の
学

芸
業
務
の
補
助
、
敷
地
及
び
館
内
の
維
持

管
理
業
務
の
補
助

◦
勤
務
条
件

　
勤
務
日　
：
週
３
日
以
内
（
土
日
祝
祭
日

の
勤
務
有
）

　
勤
務
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
休
憩
時
間
60
分
有
）

　
給
与
諸
手
当
：
日
給
６
，
５
０
０
円
、
通

勤
手
当
有
り

◦
採
用
予
定
期
日　
４
月
１
日
（
土
）

◦
提
出
書
類　
履
歴
書

◦
応
募
期
間　
２
月
１
日（
水
）～
17
日（
金
）

（
必
着
・
火
曜
休
館
）

◦
応
募
先　
〒
４
０
５
‐
０
０
５
４

　
笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
７
６
４

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
人
事
担
当
宛

※
書
類
選
考
の
上
、
該
当
者
に
面
接
日
を
連

絡
し
て
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

問
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
☎
47
‐
３
３
３
３

わ
ん
ぱ
く
親
子
塾

作
っ
て
遊
ぼ
う
！

２
月
11
日
（
土
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

勝
沼
中
央
公
民
館

小
学
校
１
年
生
～
６
年
生
（
４
年
生
以
上

　
は
友
達
同
士
で
も
参
加
可
能
）

　
親
子
20
組
（
50
名
ま
で
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

ほ
う
と
う
作
り・工
作
体
験・ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

上
履
き　

１
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

◦
締
切
日　
２
月
５
日
（
日
）

問
勝
沼
中
央
公
民
館　
☎
44
‐
２
１
０
０
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出会い（婚活・恋活）イベント
甲州市『ひな飾りと桃の花まつり』ｄｅ恋活
〜甲州市特産食材を使った美味しい料理付き！〜
２月２５日（土） 午後１時４５分〜５時３０分
ｃａｆｅ＆ｂａｒコロボックル
２０代後半３０代くらいの独身男女（各１０名程度）
※将来的に甲州市への移住を検討できる方。ただし、その後の個人の住
宅選択の権利を侵害するものではありません。（応募多数の場合は抽選：
在住者を優先）
男性　市内在住者　２，０００円　（市外は３，０００円）
女性　市内在住者　５００円（市外は１，０００円）
※食事付き・当日徴収
◦申込方法　市ホームページまたはＱＲコード、メールにてお申し込み
ください。（メールの場合、氏名、生年月日、電話番号、性別、お住まいの
市町村を明記してください）　◦締切日　２月２０日（月）
問山梨恋活コミュニティ（入倉）
　☎０９０‐４５９７‐９９１５
　ｗｉｎｃｅｒｅ２０１３＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ
　HP　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｗｉｎｃｅｒｅ２０１２．ｃｏｍ
※または、政策秘書課 地方創生推進室　☎３２‐５０３７

「出会いDinner 会」素敵な出会いで   春が来る・・・
３月１１日 (土 ) 午後６時～　 フレンチダイニング竜　
男女各６名　 参加費　３，２４０円（当日徴収）

　男性　甲州市在住の２５歳～４５歳の独身者
　女性　独身者
※アルコールの提供はありません。
◦締切日　２月２４日 (金 ) ※電話でお申し込みください。
問甲州市結婚相談所事務局（政策秘書課内）☎３２‐５０３７

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

「重伝建地区・上条集落」
ガードレールを「甲州ブラウン」へ
３月５日（日）   午前１０時～午後３時頃
午前１０時～正午　　　　集落見学会
　午後１２時４５分～３時　ペンキ塗り
福蔵院駐車場（集合） 無料（別途保険代）
軽食　※事前の申し込みが必要です。

◦締切日　２月２８日（火）
問文化財課  ☎３２‐５０７６  FAX ３２‐５１７２

「勝沼ぶどう郷駅前県道沿い」　　  
ガードレールを「甲州ブラウン」へ
２月２６日（日） 午前９時～正午
ＪＡフルーツ山梨菱山支所　駐車場　(集合 )
　勝沼ぶどう郷駅前の県道沿い　     （作業場所）
無料　 手袋　※事前の申し込みが必要です。

◦締切日　２月１７日 (金 )
問都市整備課　計画指導・景観担当
　☎３２- ５０７２　FAX３２- ５０７９
　mail　toshiseibi@city.koshu.lg.jp

甲州市景観改善事業
白いガードレールを景観配慮色に♪
甲州市の色彩景観づくりをみんなで考えよう！
ペンキ塗りボランティア募集！
※汚れてもよい服装でご参加ください。

男み
ん
な女
で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
（
地
域
部
会
）

◆
◆
◆
大
盛
況
だ
っ
た
「
お
も
ち
ゃ
・
絵
本
交
換
会
」
◆
◆
◆

　
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
で
担
当
し
た
お
も
ち
ゃ
・
絵
本
交
換
会
に
は
、
多
く
の
方
が
訪
れ
、

一
時
は
交
換
会
場
へ
の
入
場
を
制
限
す
る
程
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
ま
た
、
成
長
に
伴

い
不
要
に
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
・
絵
本
提
供
へ
の
呼
び
か
け
に
、
多
く
の
方
の
ご
賛
同
が

得
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
が
集
ま
り
ま
し
た
。
子
育
て
応
援
は
勿
論
の
こ
と
、

物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
お
手
伝
い
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
交
換
会
場
で
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
子
ど

も
達
の
喜
ぶ
姿
、
は
じ
け
る
よ
う
な
笑
顔
は
周
囲
を
明
る
く
元
気
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
甲
州
市
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
ね
。

第
11
回

甲
州
市
文
化
協
会
文
化
祭

　

｢

地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
の
創
造｣

を
テ
ー

マ
に
、
甲
州
市
文
化
協
会
主
催
の
文
化
祭
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　
第
11
回
文
化
祭
は
、
甲
州
市
高
齢
者
作
品

展
と
共
に
各
種
展
覧
会
を
行
い
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

《
各
種
展
覧
会
》

　
「
甲
州
街
道
・
青
梅
街
道
・
秩
父
往
還
と
い

う
身
近
な
文
化
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、「
地
域

に
根
ざ
し
た
文
化
の
創
造
」
を
表
現
し
た
写

真
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・
押
花
・
絵
手
紙
・

華
道
等
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

２
月
１
日
（
水
）

午
前
９
時

　
　
　
　
　
　
～
３
日
（
金
）

午
後
２
時

甲
州
市
民
文
化
会
館  

２
階  

大
会
議
室
他 

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７



暮
ら
し
の
情
報

平成 29年 2月 28

無
料
法
律
相
談
【
要
予
約
】

２
月
15
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定　
員　
７
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30

分
以
内
）

※
２
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
消
費
生
活
相
談
【
要
予
約
】

２
月
23
日
（
木
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
相
談
室

市
内
在
住
の
方

◦
定　
員　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30

分
以
内
）

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売
等

に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、
多

重
債
務
、
相
続
、
遺
言
、
相
隣
関
係
、
労
働

契
約
、
社
会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
２
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
下
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談
【
予
約
不
要
・
無
料
】

２
月
９
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

※
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

【
予
約
不
要
・
無
料
】

２
月
17
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階　
会
議
室
Ａ

市
内
在
住
の
方

※
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所
開
設
【
無
料
】

２
月
７
日
（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

恩
賜
林
記
念
会
館　
２
階　
和
室

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
人
権
に
係
わ
る
相
談

◦
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

春
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
【
要
予
約
】

３
月
12
日
（
日
）・
13
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大
野
１
０
０
９
）

０
歳
児
か
ら
大
学
生

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩
み

相
談
な
ど

問
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」

　
☎
22
‐
１
３
７
８　
ＦＡＸ
22
‐
６
４
１
９

も
の
忘
れ
相
談
【
要
予
約
】

２
月
17
日
（
金
）

午
後
３
時
～

※
２
月
14
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

甲
州
市
役
所　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

最
近
忘
れ
っ
ぽ
く
な
り
、
心
配
な
方
や
そ

の
家
族
の
ご
相
談
を
専
門
医
が
伺
い
ま
す
。

問
介
護
支
援
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
生
活
支
援
相
談
【
要
予
約
】

水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
２
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日

土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

　
２
月
４
日
、
18
日
、
25
日

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員　
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談【
要
予
約
】

◦
視
覚　
石
原
テ
ル 

氏　

 

☎
33
‐
２
４
８
９

◦
聴
覚　
遠
藤
養
蔵 

氏　

 

ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

◦
肢
体　
羽
村
千
鶴 

氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

☎
44
‐
２
２
４
０

◦
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
　
田
中
美
津
江 

氏 

☎
32
‐
３
１
２
０

◦
知
的　
雨
宮
さ
つ
き 

氏 

☎
32
‐
０
２
８
５

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
陶
芸
教
室

２
月
14
日
（
火
）

午
後
１
時
～

◦
定　
員　
15
名
程
度

１
０
０
円

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
【
予
約
制
】

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

２
月
15
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

◦
締
切
日　
２
月
８
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日

午
前
中

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７
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健
けん
幸
こう
隊
たい
　隊員募集♪

　地域の仲間で、自主的に介護予防に取り組むグループ（健幸隊）を募集し、講師を派遣します。自立した日
常生活を送るために必要な筋力・体力を維持するための体操等を楽しくお伝えします。１回１時間３０分程度、
１グループあたり年に１２回講師を派遣します。※日程・会場については、各グループで調整していただきます。

■対象
①６５歳以上の高齢者を中心とした１０名以上のグループ
②月に１回以上かつ年に１２回以上の活動ができるグループ
　（他の補助金等を受けていないグループが対象）
③自主的・継続的な活動ができるグループ
　（活動日時の調整、会場の確保・準備、参加のお誘い等）
④地域に対して誰でも参加できるオープンな活動ができるグ
ループ
⑤介護支援課と協働できるグループ
■申込方法　グループの代表者の氏名、連絡先、開催予定会
場を下記の連絡先にお申し込みください。
◆申し込み・お問い合わせ先
　介護支援課　介護予防担当　☎３４‐５４３４

市民バス　勝沼地域バスの時刻表改正
利用者のご意見をもとに、平成２９年４月１日（土）より、勝沼地域バスの時刻表を改正します。
また、平日便のみ塩山駅南口発着便が増便となり、発着場所につきましては、以下の通りとなりますので、ご利
用の際は、お間違いのないようにご乗車ください。

ぶどうコース
便名 発 着
１便 健康福祉センター 塩山駅南口
２便 塩山駅南口 塩山駅南口
３便 塩山駅南口 塩山駅南口
４便 塩山市民病院 塩山駅南口
５便 塩山駅南口 健康福祉センター
６便 勝沼支所 健康福祉センター

※塩山駅南口への増便は平日のみとなります。土 ･日・祝日については、健康福祉センター発着となりますので、
ご注意ください。
◆お問い合わせ先　市民課　市民生活担当　☎３２‐５０６８

ワインコース
便名 発 着
１便 健康福祉センター 塩山駅南口
２便 塩山駅南口 塩山駅南口
３便 塩山駅南口 塩山市民病院
４便 塩山駅南口 塩山駅南口
５便 塩山駅南口 健康福祉センター
６便 勝沼ぶどうの郷駅 健康福祉センター

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

２
月
21
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務

　
（
市
役
所
本
庁
舎　
地
下
１
階
）

☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

聴
覚
障
害
者
交
流
会

２
月
18
日
（
土
）

午
後
１
時
～
３
時

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

ヨ
ガ
教
室　
講
師　
上
矢
な
ぎ
さ
氏

◦
締
切
日　
２
月
10
日
（
金
）

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
～

甲
州
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

２
月
25
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
お
い
し
い
た
べ

も
の
・
服
や
小
物
販
売
・
野
菜
販
売
）・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
イ
ズ
※
午
前
９
時
30
分
～

正
午

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
発
表
※
午
後
１
時
～

２
時
／
勝
沼
人
形
劇
団
「
葡
萄
の
実
」

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２



平成 29年 2月 30

甲州市消防団
　甲州市消防団は１月８日、塩山中学校グラウン
ドで出初式を行いました。地域の消防、防災活動
に貢献している団員の方々に山梨県消防協会会長
などから表彰状等が贈られました。なお、受章さ
れた皆さんは次のとおりです。（順不同・敬称略）出初式

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
甲
種
功
労
章

　
新
田　
哲
也
（
神
金
分
団
）

　
小
澤　
泰
之
（
勝
沼
分
団
）

　
神
田　
　
満
（
祝
分
団
）

　
佐
藤
陽
一
郎
（
菱
山
分
団
）

　
荻
原　
正
人
（
大
和
分
団
）

　
平
山　
　
靖
（
大
和
分
団
）

○
乙
種
功
労
章

　
大
村　
　
斉
（
塩
山
分
団
）

　
手
塚　
剛
史
（
塩
山
分
団
）

　
古
屋　
哲
郎
（
塩
山
分
団
）

　
萩
原　
弘
基
（
塩
山
分
団
）

　
宮
原　
　
一
（
奥
野
田
分
団
）

　
芦
澤　
　
勇
（
奥
野
田
分
団
）

　
村
田　
　
光
（
松
里
分
団
）

　
網
野
慎
一
郎
（
松
里
分
団
）

　
橋
爪
雄
一
郎
（
松
里
分
団
）

　
長
沢　
太
晶
（
松
里
分
団
）

　
荻
原　
栄
治
（
松
里
分
団
）

　
雨
宮　
　
学
（
玉
宮
分
団
）

　
古
屋　
勝
弘
（
大
藤
分
団
）

　
田
邉　
功
一
（
大
藤
分
団
）

　
笠
井　
良
男
（
神
金
分
団
）

　
文
珠
川
大
輔
（
神
金
分
団
）

　
手
塚　
茂
仁
（
神
金
分
団
）

　
岩
間　
大
介
（
勝
沼
分
団
）

　
平
塚　
　
悟
（
勝
沼
分
団
）

　
丸
山　
祐
司
（
勝
沼
分
団
）

　
小
林　
一
馬
（
祝
分
団
）

　
後
藤　
一
隆
（
祝
分
団
）

　
村
松　
信
一
（
祝
分
団
）

　
鷹
野　
真
志
（
東
雲
分
団
）

　
辻　
　
康
人
（
東
雲
分
団
）

　
武
井　
教
幸
（
東
雲
分
団
）

　
三
井　
信
也
（
東
雲
分
団
）

　
深
澤　
明
彦
（
菱
山
分
団
）

　
内
田　
正
紀
（
菱
山
分
団
）

　
佐
藤　
治
郎
（
大
和
分
団
）

　
雨
宮　
　
尚
（
大
和
分
団
）

　
手
塚　
公
彦
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会
感
謝
状

○
正
会
員
感
謝
状

　
雨
宮　
由
昌
（
玉
宮
分
団
）

　
小
澤　
賢
太
（
勝
沼
分
団
）

　
内
田　
健
一
（
菱
山
分
団
）

峡
東
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
所
長
表
彰

○
功
労
章

　
芦
澤　
　
勇
（
奥
野
田
分
団
）

　
武
井　
　
勉
（
玉
宮
分
団
）

　
茂
手
木
和
記
（
大
藤
分
団
）

　
渡
邉　
　
修
（
神
金
分
団
）

　
渡
邊　
　
光
（
勝
沼
分
団
）

　
雨
宮　
秀
樹
（
祝
分
団
）

　
大
澤　
秀
一
（
東
雲
分
団
）

　
三
森　
健
太
（
菱
山
分
団
）

　
三
枝　
敬
和
（
大
和
分
団
）

日
下
部
警
察
署
長
防
犯
協
会
日

下
部
支
部
長
表
彰

○
功
労
章

　
保
坂　
直
紀
（
塩
山
分
団
）

　
武
藤　
嘉
昭
（
塩
山
分
団
）

　
岩
間　
祐
貴
（
塩
山
分
団
）

　
八
巻　
真
也
（
塩
山
分
団
）

　
雨
宮　
幸
彦
（
塩
山
分
団
）

　
上
杉　
教
導
（
奥
野
田
分
団
）

　
雨
宮　
龍
一
（
奥
野
田
分
団
）

　
廣
瀬　
候
己
（
松
里
分
団
）

　
小
宮
山
一
樹
（
松
里
分
団
）

　
岡　
　
一
貴
（
松
里
分
団
）

　
山
下　
修
一
（
松
里
分
団
）

　
牧
野　
光
祐
（
玉
宮
分
団
）

　
廣
瀬　
勇
次
（
玉
宮
分
団
）

　
山
口　
和
雄
（
大
藤
分
団
）

　
荻
原　
和
也
（
大
藤
分
団
）

　
中
根　
　
淳
（
大
藤
分
団
）

　
金
子
弘
太
郎
（
神
金
分
団
）

　
田
中　
光
義
（
神
金
分
団
）

　
清
雲　
敬
祐
（
神
金
分
団
）

　
坂
本　
陽
一
（
勝
沼
分
団
）

　
米
山　
秀
樹
（
勝
沼
分
団
）

　
雨
宮　
祐
太
（
勝
沼
分
団
）

　
若
林　
一
人
（
祝
分
団
）

　
若
林　
　
修
（
祝
分
団
）

　
三
森　
俊
和
（
東
雲
分
団
）

　
山
下　
浩
樹
（
東
雲
分
団
）

　
遠
藤　
由
久
（
東
雲
分
団
）

　
内
田　
公
基
（
菱
山
分
団
）

　
樋
口　
寛
一
（
菱
山
分
団
）

　
河
田　
彰
太
（
大
和
分
団
）

　
山
本　
信
夫
（
大
和
分
団
）

　
笠
井　
芳
樹
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会

　
東
山
梨
支
部
長
表
彰

○
功
労
表
彰

　
井
上　
拡
樹
（
塩
山
分
団
）

　
日
原　
賢
治
（
塩
山
分
団
）

　
柏
木　
　
修
（
奥
野
田
分
団
）

　
荻
原　
貴
博
（
奥
野
田
分
団
）

　
網
野　
茂
樹
（
松
里
分
団
）

　
雨
宮　
大
輔
（
松
里
分
団
）

　
雨
宮　
誠
也
（
玉
宮
分
団
）

　
木
場　
裕
樹
（
大
藤
分
団
）

　
横
溝　
直
樹
（
神
金
分
団
）

　
小
泉　
栄
一
（
神
金
分
団
）

　
久
保
田
雅
史
（
勝
沼
分
団
）

　
原　
　
伸
吾
（
勝
沼
分
団
）

　
堀
田　
直
人
（
祝
分
団
）

　
雨
宮　
健
太
（
祝
分
団
）

　
岡
村　
澄
人
（
東
雲
分
団
）

　
武
井　
一
徳
（
東
雲
分
団
）

　
内
田　
　
昭
（
菱
山
分
団
）

　
三
森　
寛
峰
（
菱
山
分
団
）

　
雨
宮　
信
弘
（
大
和
分
団
）

　
天
野　
浩
幸
（
大
和
分
団
）

　
佐
藤　
　
隆
（
大
和
分
団
）

○
優
良
部

　

塩
山
分
団
第
２
部
／
奥
野
田

分
団
第
１
部
／
松
里
分
団
第

５
部
／
玉
宮
分
団
第
１
部
／

大
藤
分
団
第
１
部
／
神
金
分

団
第
３
部
／
勝
沼
分
団
第
２

部
／
祝
分
団
第
３・４
部
／
東

雲
分
団
第
１
部
／
菱
山
分
団

第
３
部
／
大
和
分
団
第
10
部

○
優
良
団
員

　
藤
原　
隆
志
（
塩
山
分
団
）

　
吉
田　
宗
弘
（
塩
山
分
団
）

　
広
瀬　
敦
史
（
塩
山
分
団
）

　
風
間　
公
史
（
塩
山
分
団
）

　
姉
川　
和
徳
（
塩
山
分
団
）

　
向
山　
秀
樹
（
奥
野
田
分
団
）

　
嶌
村　
浩
志
（
奥
野
田
分
団
）

　
古
屋　
卓
也
（
松
里
分
団
）

　
飯
島　
俊
仁
（
松
里
分
団
）

　
小
川　
通
弘
（
松
里
分
団
）

　
岡　
　
浩
二
（
松
里
分
団
）

　
雨
宮　
　
浩
（
玉
宮
分
団
）

　
矢
崎
純
一
郎
（
大
藤
分
団
）

　
広
瀬　
義
樹
（
大
藤
分
団
）

　
岩
波　
正
人
（
神
金
分
団
）

　
徳
良　
昭
人
（
神
金
分
団
）

　
矢
崎　
雄
一
（
神
金
分
団
）

　
白
川　
光
正
（
神
金
分
団
）

　
大
嶋　
　
誉
（
勝
沼
分
団
）

　
島
田　
　
淳
（
勝
沼
分
団
）

　
岩
森　
　
俊
（
勝
沼
分
団
）

　
前
田
浩
一
郎
（
祝
分
団
）

　
野
澤　
　
誠
（
祝
分
団
）

　
草
塩　
正
国
（
祝
分
団
）

　
内
田
健
太
郎
（
東
雲
分
団
）

　
掘
内　
真
吉
（
東
雲
分
団
）

　
坂
本　
裕
哉
（
東
雲
分
団
）

　
内
田　
純
一
（
菱
山
分
団
）

　
内
田　
直
貴
（
菱
山
分
団
）

　
佐
藤　
慶
晴
（
大
和
分
団
）

　
高
野　
哲
也
（
大
和
分
団
）

　
平
山　
弘
之
（
大
和
分
団
）

○
無
火
災
部

　

塩
山
分
団
第
５
部
／
神
金
分

団
第
９
部
／
祝
分
団
第
１・２

部
／
菱
山
分
団
第
３
部
／
大

和
分
団
第
３
部
／
大
和
分
団

第
４
部
／
大
和
分
団
第
６
部

東
山
梨
消
防
本
部

　
消
防
長
表
彰

○
功
労
章

　
樋
口　
慶
太
（
塩
山
分
団
）

　
反
田　
雄
樹
（
奥
野
田
分
団
）

　
岡
部　
順
一
（
松
里
分
団
）

　
中
村　
賢
一
（
玉
宮
分
団
）

　
三
森　
達
也
（
大
藤
分
団
）

甲
州
市
長
表
彰

○
功
労
章

　
窪
川　
庸
介
（
塩
山
分
団
）

　
依
田　
和
也
（
塩
山
分
団
）

　
向
山　
秀
樹
（
奥
野
田
分
団
）

　
嶌
村　
浩
志
（
奥
野
田
分
団
）

　
田
邉　
朋
之
（
松
里
分
団
）

　
中
村　
　
孝
（
松
里
分
団
）

　
田
村　
　
潤
（
玉
宮
分
団
）

　
藤
原　
寿
政
（
玉
宮
分
団
）

　
玉
川　
勇
太
（
大
藤
分
団
）

　
水
上　
裕
紀
（
大
藤
分
団
）

　
松
山　
典
嗣
（
神
金
分
団
）

　
永
田　
哲
也
（
神
金
分
団
）

　
海
沼　
正
教
（
勝
沼
分
団
）

　
深
澤　
祐
樹
（
勝
沼
分
団
）

　
鈴
木　
宏
彰
（
祝
分
団
）

　
雨
宮
大
治
朗
（
祝
分
団
）

　
飯
高　
博
太
（
東
雲
分
団
）

　
森
井　
義
信
（
東
雲
分
団
）

　
三
森　
　
建
（
菱
山
分
団
）

　
内
田　
祐
樹
（
菱
山
分
団
）

　
小
林　
宏
貴
（
大
和
分
団
）

　
野
澤　
徹
也
（
大
和
分
団
）

甲
州
市
消
防
団
長
表
彰

○
功
労
章

　
渡
辺　
哲
也
（
塩
山
分
団
）

　
佐
藤　
靖
紀
（
塩
山
分
団
）

　
小
川　
雅
和
（
塩
山
分
団
）

　
三
枝　
真
司
（
塩
山
分
団
）

　
樋
口
飛
雄
馬
（
塩
山
分
団
）

　
八
巻　
大
介
（
塩
山
分
団
）

　
広
瀬　
翔
太
（
塩
山
分
団
）

　
白
川　
直
樹
（
塩
山
分
団
）

　
雨
宮　
恭
太
（
塩
山
分
団
）

　
古
屋　
　
卓
（
塩
山
分
団
）

　
山
本　
健
司
（
塩
山
分
団
）

　
本
間　
良
和
（
奥
野
田
分
団
）

　
柏
木　
　
司
（
奥
野
田
分
団
）

　
古
屋　
祐
介
（
奥
野
田
分
団
）

　
大
場　
　
渉
（
奥
野
田
分
団
）

　
熊
谷　
昌
幸
（
奥
野
田
分
団
）

　
北
井　
一
武
（
奥
野
田
分
団
）

　
深
澤　
智
弘
（
松
里
分
団
）

　
古
屋　
和
浩
（
松
里
分
団
）

　
雨
宮　
　
翔
（
松
里
分
団
）

　
樋
口　
翔
太
（
松
里
分
団
）

　
藤
巻　
雄
司
（
松
里
分
団
）

　
高
木　
暁
生
（
松
里
分
団
）

　
清
水　
克
修
（
玉
宮
分
団
）

　
雨
宮　
健
志
（
玉
宮
分
団
）

　
小
澤　
　
誠
（
勝
沼
分
団
）

　
早
川　
英
史
（
勝
沼
分
団
）

　
三
森　
佑
樹
（
勝
沼
分
団
）

　
山
崎　
紘
央
（
勝
沼
分
団
）

　
栗
原　
洋
一
（
勝
沼
分
団
）

　
奥
村　
洋
平
（
祝
分
団
）

　
金
井　
友
裕
（
祝
分
団
）

　
若
林　
　
修
（
祝
分
団
）

　
相
川　
宣
由
（
東
雲
分
団
）

　
曽
根　
悠
司
（
東
雲
分
団
）

　
相
川　
陽
祐
（
東
雲
分
団
）

　
風
間　
章
宏
（
東
雲
分
団
）

　
早
川　
幸
一
（
東
雲
分
団
）

　
大
沢　
裕
樹
（
東
雲
分
団
）

　
山
中　
啓
太
（
東
雲
分
団
）

　
佐
藤　
　
巧
（
菱
山
分
団
）

　
内
田　
　
樹
（
菱
山
分
団
）

　
鈴
木　
与
生
（
菱
山
分
団
）

　
手
塚　
翔
吾
（
大
和
分
団
）

　
河
野　
洋
平
（
大
和
分
団
）

　
小
口　
兼
司
（
大
和
分
団
）

　
手
塚　
翔
太
（
大
和
分
団
）

　
浅
川　
良
太
（
大
和
分
団
）

　
都
倉　
將
嗣
（
大
和
分
団
）

　
平
山　
　
建
（
大
和
分
団
）

○
無
火
災
分
団
、
部

　

塩
山
分
団
第
１
部
／
塩
山
分

団
第
２
部
／
塩
山
分
団
第
３

部
／
塩
山
分
団
第
４
部
／
塩

山
分
団
第
５
部
／
奥
野
田
分

団
／
神
金
分
団
／
勝
沼
分
団

／
祝
分
団
／
大
和
分
団
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◆アサンブラージュ講演会
■日時　２月１９日（日）午後６時～８時
■会場　勝沼図書館
■定員　５０名　参加申込みは勝沼図書館まで。
　山梨の若手醸造家グループ『アサンブラージュ』
による試飲つきの講演会です。
　
※試飲をされ
る方につき
ま し て は、
お車でのご
来館はお控
えください。

広報こうしゅう31

日下部警察署からのお知らせ

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆お問い合わせ先　日下部警察署　☎２２‐０１１０

◆甘草屋敷子ども図書館第５１回企画展・２０１７東日本大震災復興支援イベント
　『ハイパーレスキュー！　災害現場へ走れ！』写真パネル展
　３月２６日（日）まで甘草屋敷子ども図書館にて開催中

★著者：深光富士男さん講演会★
　「取材・撮影・原稿書き４０年　本作りに秘策はあるのか？」
■日時　２月２５日（土）午後２時～　　■会場　甘草屋敷子ども図書館
　ハイパーレスキューの東日本大震災時の活動の様子をはじめ、これまで３００人以
上の方から取材する中で得た「話を聞く事」に対する姿勢など、「人」と「本」をつ
なぐお話を伺います。参加のお申し込みは塩山図書館まで。

◆知的書評合戦ビブリオバトル ＩＮ 塩山⑫
■日時　２月１２日（日）午後５時３０分～　　■会場　塩山図書館カウンター前
　「５分間の話というのは長いと思っていましたが、時計が間違っているのかと思う程短い時間に感じました。と
ても楽しかったです。」参加者感想より。新しい本と、新しい人と出合うことのできるビブリオバトル。ぜひお気
軽に観戦してみてください。

◆塩山図書館及び子ども図書館
　　蔵書点検による休館のお知らせ
　下記の期間中、蔵書点検作業のため休館とさせて
いただきます。
＊塩山図書館　　２月２８日（火）～３月１０日（金）
＊子ども図書館　２月２８日（火）～３月７日（火）

◆マジックポッケ春のお話会
■日時　３月５日（日）午前１０時３０分～　
■会場　大和ふるさと会館　研修室２
　読み聞かせボランティア「マジックポッケ」のみ
なさんによる、幼児から小学校低学年の皆さんに贈
る春の楽しいおはなし会です♪

１１０番は緊急通報ダイヤル
　警察では２４時間体制で事件・事故に対応してい
ます。緊急性のない１１０番通報は、緊急性のある
１１０番通報に対する対応の支障となります。

　落とし物やお問い合わせ、相談は
　　日下部警察署　　０５５３－２２－０１１０
　相談ごとなどは
　　警察本部総合相談室　　＃９１１０
　　　　　　　　　　　　　　　をご利用ください。

　スリップ事故に注意！
　冬季は積雪や凍結によるスリップ事故が多発します。
とくに、交差点、カーブ、トンネルの出入り口、坂道、
橋の上、日陰はスリップの要注意地点です。

スリップ事故に遭わないために
○タイヤの性能を過信しない
○急発進、急ブレーキ、急ハンドルなど急のつく運
　転はしない
○十分減速し、車間距離を取る

気持ちも時間も
　ゆとりを持って
　　運転しましょう！

皆さんのご理解とご協力を
　　　　　　　　お願いします。



有
料
広
告

古
ふるや

屋 光
こうすけ

翼くん（１歳）

ヤンチャくん！
元気にすくすく育ってネ♡

父・英章さん、母・理恵さん
（菱山）

わが家のスター広
報
こ
う
し
ゅ
う
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／
平
成
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2
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編　
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世帯と人口 （２０１７．１．１現在）
（　）内は前月比 人口 ３２，８８４人（−３8）　男 １５，８９８（−１８）　女 １６，９８6人（−2０）　世帯数 １３，２4０世帯（−1）
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後
ごとう

藤 里
りの

乃ちゃん（６歳）・千
ちほ

穂ちゃん（７ヶ月）

今
いまざわ

澤 結
ゆわ

羽ちゃん（３歳）

みんなの笑顔が百薬です。従妹の結羽
と大きくなっても三姉妹のように仲良
しでいてね♪　曽祖父 今澤俊次より
父・後藤真也さん、母・千絵さん

（上於曽）

◇お申し込み・お問い合わせ先◇

策秘書課 秘書・広聴広報担当

　☎３２－５０６３

メール info@koshu.yamanashi.jp

わが家のスター
お子さんの笑顔写真

大 募 集

◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

政策秘書課 秘書・広聴広報担当


